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来
日
れ
掛
隊
第
に
闘
す
る
所
溺
事
問
的
議
論
の
如
h
d
は
之
を
西

洋
一
の
著
書
に
就
℃
見
れ
ば
材
料
mw一
憶
に
し
℃
荷
も
外
岡
誌

を
解
す
る
者
は
故
ら
に
日
本
語
に
℃
比
の
如
言
者
ゐ
る
乙

『
と
を
希
単
一
せ
〉
る
可
し
然
れ

E
も
五
日
人
の
泌
昭
一
せ
る
所
は

ほ
本
請
に
℃
日
本
の
財
政
事
情

k
詳
解
せ
る
著
書
の
出
で

ん
と
1

乙
な

b
而
し
℃
武
富
氏
の
若
の
如
舎
は
最
も
よ
く
此

要
求
に
泊
す
る
も
の
1
乙
云
ふ
可
し
而
し
て
紙
数
も
殆
F
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百
頁
k
k
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側
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頗
る
詳
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h

比
し
て
特
に
関
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代
一
日
bz
加

へ
て
了
解
に
便
に
せ

b
放
に
余
輩
は
近
来
の
好
涜
と
し
℃

之
を
激
泊
す
る
に
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減
せ
な
る
な
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b
れ
爪
予
心
父

、d
t

y

虫
同
一
司
ノ

一
五
日
々
人
聞
は
、
此
五
尺
の
隙
艇
を
生
理
的
に
、
解
剖
的
に
、

一
賂
た
心
理
的
に
、
併
科
し
允
丈
で
は
、
充
分
分
、
hr

る
も
の

で
な
い
。
天
外
幾
億
前
史
の
外
に
あ
る
、
日
月
星
辰
の
及

ぼ
す
熱
、
光
線
、
引
カ
等
一
一
切
の
影
響
右
も
、
較
的
に
、

一
設
的
に
明
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
等
の
関
係
山
み
が
、
恐
く
知

れ
た
映
で
な
け
れ
ば
、
人
間
な
る
も
の
〉
解
料
が
出
来
た

と
は
云
へ
料
。
潮
汐
の
子
揃
が
大
除
I

乙
大
腸
の
引
力
よ
夕

起
る
と
止
は
、
今
夏
ふ
一
一
口

λ
迄
も
な
い
。
大
地
震
及
火
・
山
の

大
股
火
が
、
月
の
引
力
の
最
も
強
い
時
、
郎
ち
大
除
腐
の

朔
日
か
十
五
日
に
旭
る
乙
と
の
多
い
の
も
、
其
筋
の
皐
者

の
稲
川
ヘ
℃

-hz
る
Fr・
乙
プ
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
偉
大
な
る

影
響
を
地
球
上
は
及
ぼ
す
大
除
、
が
、
人
般
に
何
等
の
関
係

東住

鍬
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止
及
ぼ
す
乙
・
と
の
推
測
も
出
来
る
。
併
し
是
を
通
る
に
付
帥
の
位
t
仁
一
式
ふ
が
、
七
歳
は
亦
幼

ι子
供
の
分
れ
ロ
で
、

℃
は
、
七

ι一五
λ
数
に
付
て
少
々
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
若
物
の
附
紙
十
一
解
一
い
℃
仙
W
J
乙
取
持
へ
る
耐
仰
を
す
る
の
共
俄

七
の
数
は
人
組
問
闘
の
始
よ
λ
y
j

一
秘
不
思
議
な
数
と
考
数
十
四
蔵
は
生
理
組
上
子
供
が
青
年

ι成
る
時
期
で
、
音

へ
ら
れ
て
を
る
。
創
佐
紀
代
も
地
球
は
七
日
で
出
来
た
I
乙
制
御
の
畿
化
す
る

1ι
共
代
、
身
、
脱
内
に
放
仙
波
が
出
る
わ
ら
、

一
式
け
い
、
仰
の
供
養
を
す
ふ
代
、
ベ
七
日
々
々
が
ゆ
ー
に
な
…
病
気
代
様
。
易
い
。
従
て
共
一
削
一
齢
紅
J
J

ト
ト
の
内
も
は
し

J

一
怒

っ
℃
を
る
。
楽
も
一
週
λ

リ
印
ち
七
日
一
飲
ま
ね
ば
効
験
が
分
一
死
口
容
が
多
い
。
そ
れ
が
ら
二
十
一
歳
は
丁
年
で
、
白
河
械

ら
ね
之
一
お
ふ
バ
炉
、
深
く
考
へ
℃
見
れ
ば
、
此
一
遡
日
も
矢
一
の
後
越
が
略
ぼ
足
、
?
、
，
p
、
六
七
四
十
一
一
成
は
俗
に
所
間
厄

時一

b
Nけ
の
引
力
に
関
係
一
か
わ
る
。
何
故
か
?
乙
一
式
へ
ば
朔
日
一
年
で
わ
る
。
四
十
二
歳
以
後
は
、
悦
質
が
次
第
々
々
に
治

I
f
一
十
五
日
が
大
槻
で
、
英
中
問
、
が
小
潮
で
わ
る
J

了
皮
二
粍
す
る
の
で
あ
、
Q
l

間
十
二
を
厄
年
ー
に
一
潟
、
ふ
は
、
間
一
一
郎

・

、

し

巾

ι

ク
月
の
問
に
、
二
岡
高
く
な
っ
モ
ニ
向
低
く
な
ふ
。

ωち
て
・
り
九
と
一
品
目
が
通
七
℃
ど
る
か
ら
、
不
吉
で
わ
る
、
故
代
一
肌

上
が
ら

J

下
が
λ

リ
、
上
が
λ
γ

下
が
ら
で
、
月
の
引
力
の
抑
揚
一
年
代
し
℃
を
る
け
れ
ど
も
、
若
変
則
に
向

λ
t乙
乙
ろ
で
あ

崎
町
一
械
の
向
が
間
同
校
強
化
す
お
勘
定
に
な
る
。
大
除
燃
の
…
ぶ
か
ら
、
資
際
附
質
一
に
か
大
仰
鋭
化
、
が
起
る
の
は
常
然
で
あ

一
ヶ
月
は
二
十
九
日
許
で
あ
る
か
ら
、
之
を
問
分
す
れ
ば
…
る
む
七
七
四
十
九
歳
は
存
命
男
女
の
禁
管
長
1

2

路
ぼ
七
日
'
と
な
る
。
故
に
引
力
の
働

3
具
合
が
七
日
々
々
一
生
れ
る
の
は
女
百
人
に
つ
い
て
、
男
百
四
人
計
な
れ

E
、

に
向
を
縫
へ
る
、
其
陥
性
一
が
幾
千
前
年
の
間
入
慨
に
作
用
…
旧
刀
の
方
が
脊
死
す
る
ー
ー
に
し
て
、
七
九
六
十
一
一
一
は
六
十

し
て
、
七
の
数
ー
に
人
燃
と
は
蹴
る
べ
か
ら
去
る
関
係
を
持
日
一
の
還
凶
に
い
近
い
歳
で
あ
る
が
、
般
質
上
が
ら
一
誌
へ
ば
、

つ
様
に
な
っ
た
も
の

ι考
へ
ら
れ
る
。
入
に
よ
っ
て
相
匙
六
十
三
が
真
の
還
暦
で
あ
ら
う
。
二
十
一
お
は
上
。
抜
、

は
あ
る
が
、
生
理
的
中
岩
の
一
五
よ

ι之
、
ろ
に
よ
れ
ば
)
際
貿
そ
れ
よ
ウ
四
十
二
迄
は
平
坦
に
し
て
、
以
下
六
十
一
二
迄
は

は
大
低
六
七
年
目
絡
に
一
援
す
る
J

偲
訟
に
も
七
つ
迄
は
下
bJ
坂
、
七
十
で
古
稀
の
・
資
を
す
る
。
以
上
述
べ
奈
ち
代
議
“

長
島
盟
関
韓
関
器
認
調
調
関
遺
書

3
1
4
3詞
遭
遇
鶏
遭
遇
3
鱒
劉
鋼
連
品
事
調
認
韓
関
電
議
雪
語
勢
調
議
韓
関
諸
事
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占

な
事
、
わ
ら
、
七
と
一
潟
よ
数
は
一
一
組
不
可
思
議
な
も
の
で
あ

る
、
一
一
柳
秘
的
の
も
の
で
あ
る
i
L
一
ス
ム
考
が
起
っ
た
の
で
あ

ふ
う
。
七
堂
伽
際
、
七
賞
、
七
依
の
袈
裟
、
七
一
服
純
、
七

壮
、
七
情
、
七
草
等
よ
り
、
七
皮
生
れ
℃
蛾
を
討
つ
な
Y』

以
抵
一
尚
一
一
一
日
、
七
幾
七
泣
の
別
ち
方
に
去
る
迄
、
七
の
放
に
紘
一

段
、
が
あ
る
。
是
は
月
の
引
力
が
人
間
在
識
と
て
矧
は
れ
た

の
で
あ
る
が
、
自
然
界
に
於
け
る
光
線
の
組
成
色
ー
へ
一
原

子
の
迦
期
禅
、
ま
で
が
、
共
に
七
で
ι

わ
る
に
歪
て
は
、
A
他〉、

驚
か
w
d

る
を
符
な
い
。
併
し
之
は
バ
と
は
何
等
の
関
係
も

な
い
。
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A
1
や
寄
人
は
千
九
百
七
年
米
側
恐
慌
の
成
行
の
一
般
ケ
一
談

。
，
而
し
℃
共
に
依
ら
℃
惹
起
ロ
れ
た
る
特
質
を
考
究
す
る

に
充
分
な
る
時
期
に
到
迷
せ
る
な
知
る
。
賓
に
千
九
百
七

一
川
年
の
恐
慌
は
様
々
な
る
駄
に
於
で
以
前
米
側
に
知
れ
る
数

来住

， ; 鍛

皮
の
恐
慌
と
相
似
せ
る
所
多
け
れ

ιも
其
激
烈
の
成
強

く
、
会
凶
に
瓦
ム
ツ
て
信
用
機
関
は
破
接
出
れ
会
然
同
時
に

銀
行
の
支
挑
停
止
、
破
産
者
の
総
出
を
見
た
る
が
如

5
は

合
衆
凶
々
立
銀
行
制
皮
の
創
立
以
来
示
、
究
官
で
見
な
る
の

事
刈
よ
鴎
せ
ム
ソ
、

τ
・FE

，A1
・Et
-
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l
J
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・

邦
一
訟
に
℃
は
一
般
に
の
診
山
O

も
宮
口
…
ο
も
共
に
滋
協
と
〕

一
一
一
口
に
之
を
詳
し
℃
敢
℃
区
別
す
る
お
少
な
く
従
つ
℃
悦

m

芯
る
、
と
と
の
多
く
又
人
に
依
λ

リ
茶
所
見
を
具
に
す
る
が

訟
に
滋
に
本
論
に
入
る
に
先
だ
ち
柳
か
一
前
者
の
意
義
を
別

か
に
す
る
の
要
わ
る
べ
し
。

タ
ア
ー
ム
ン
グ
ポ

4
ント・

一
ク
ラ
キ
ジ
ス
は
商
業
界
繁
栄
の
綾
料
捌
に
し
℃
其
後

一
に
整
理
時
代
印
沈
滞
期
を
伶
ふ
も
の
な

b
、
此
沈
滞
期
に

あ
り
℃
は
物
俄
は
一
般
に
低
絡
し
℃
商
工
業
は
艇
は
ず
、

蕊
し
か
く
の
如
告
は
資
本
的
生
産
に
於
け
る
必
然
的
に
生

ず
る
氏
防

2
5、
パ
ニ
吋
ノ
ク
は
…
岡
信
用
制
・
肢
の
一
時
的

、

-

4

・4
E
E
S
E
泊
、

4

d

一
九
併
に
し
℃
信
用
が
依
つ
℃
以
℃
成
立
す
る
一
般
の
信
念

破
践
の
.
鴻
に
怒
起
，
w
d
れ
得
る
な
一
夕
刊
而
じ
℃
泌
慌
に
闘
し

℃
卒
者
の
下
せ
る
定
義
一
を
見
る
に
、
バ
ア
!
ト
ン
氏
は
ク

ラ
キ
ジ
λ

を
以
℃
寸
事
業
界
に
於
け
る
急
性
的
の
援
問
仙
の
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